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論 t g の 胃 旨
吉野林業は、吉野川流域で発達し、杉檜材の生産を目的にした、完全な民営林業である。吉野林業 
史研究は多くの蓄積を持ちながら、まだ通史がなかった。小著は最初の通史であるが、通説にもとづ 
く吉野林業史ではなく、筆者なりの考えを展開した論集でもある。
小著では、近世の吉野林業を小農型林業と規定した。小農型林業とは、零細な百姓の山地所有を基 
. 礎にして、小区画 • 密植 • 多間伐 • 長伐期の施業体系にもとづく多毛作• 多品種生産の育林と、材木 
商人による伐り出し• 販売までを含めた林業である。
小著は、序 章 「近世吉野林業史研究の視点」、第 1部 「吉野林業発展史」、第 2 部 「吉野林業の担い 
手」の3 部構成となっている。
序章で取り上げた視点は、①材木生産を基軸とした吉野林業の発展構造、②完全な民営林業、③小 
農型林業、④小農型の流通機構、⑤借地林業制である。この視点から吉野林業の発展が論じられる。
第 1部は小農型林業の生成• 発展 • 変質の過程を明らかにした。 1 6 , 1 7 世紀の大開墾•人口爆 
発という経済発展はぼうだいな材木需要を惹起した。これに刺激されて、折から自立しつつあった小 
農民が植林を始めた。こうして小農型林業が成立した。さらに持続的な経済発展によって、かれらは 
惣村山を杉 • 檜山に変えながら林業を発展させた。大坂市場に近接していたこと、中小径木の市場が 
あったことなどが小農型林業を可能にした。
しかし、近世後半の商品経済の発展は小農型林業を不安定にし、分解させた。地元の百姓は、外部 
資本を受け入れながら、山守として林業経営にあたった。借地林業制である。借地林業制は小農型林 
業が分解して大山林所有制に移行する過渡期の形態である。
第 2 部では、吉野林業の担い手である材木商人を、山林所有と営業資金の性格によって大商人、中商 
人、小商人の3 層に分類し、中小商人の圧倒的な展開を確認した。また、経営資料にもとづいてその 
経営の不安定であることを明らかにし、小農型林業の変質、崩壊の経済的な必然性を実証した。さら 
に、材木商人の同業組合であった材木方の広範な活動を議事録から掘り起こすとともに、その力が山 
元を和歌山 • 大坂の材木問屋の支配から守ったことを明らかにした。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、吉野林業地帯で生まれ育ち林業に深い思い入れを有する著者による、文字通りのライフ 
ワークとしての研究成果である。すでに同名の著書として2008年 1 月に公刊され、学界でも高い評 
価を受けている。近世の吉野林業に関するはじめての本格的「通史」とも言える作品であるが、概説 
ではなく、著者自身による独自な見解が各所に散りばめられた「論集」でもある。しっかりとした実 
証 （史料の収集と分析）にもとづく、スケールの大きな研究成果である。
本論文は、「近世吉野林業史研究の視点」と題する序章と補論1、第 1 部 「吉野林業発展史」 （第 
1章〜第4 章、補論2) 、第 2 部 「吉野林業の担い手」（第 5 章 • 第 6 章）という3 つの部分からな 
っており、総頁数500頁をこえる雄編である。
序章では、近世の吉野林業史研究を行うにあたって、まず押さえておくべき「吉野林業地帯」の 
範囲や、同林業を特色づけるキー概念などに論及しながら、研究史の整理と自らの見解の提示が行な 
われており、長い先行研究の蓄積をふまえながらそれらを総合する視点として、従来の研究では軽視 
されてきた材木生産（生産品目と生産量）を中軸にすえ、ここから吉野林業発展の全構造を考察する 
ことが課題として示されている。
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第 1部では、「近世の吉野林業史は小農型林業の生成 • 発 展 • 変質の歴史である」 という認識のも 
と、当地において、「育成林業の開始」 （第 1章）の後、「小農型林業」がどのように生成（第 2 章） • 
発 展 （第 3 章）し、変 質 （第 4 章）していったのかが問題とされており、その過程と様相について、 
材木の輸送や需要など材木生産を取り巻く状況の変化も視野に入れながら、具体的かつクリア一に叙 
述されている。著者の言う「小農型林業」とは、零細な百姓の土地所有を基礎にした、小区画 • 密 植 • 
短 伐 期 （樽丸生産の導入に伴って多間伐 • 長伐期となる）の施業体系にもとづく育林と、地元の材木 
商人による伐り出し、紀ノ川筋の流筏、和歌山 • 大坂材木市場での販売までを含めた概念であり、近 
世吉野林業の基本的性格は「小農型林業」で、その変質過程において「借地林業制」が進展するよ 
うになるというのが著者の見解である。
「吉野林業の担い手」 と題する第2 部は、2 つの章からなり、「小農型林業」の流通部門を担った 
当地の材木商人（第 5 章）と、彼らが結成していた「材木方」と称する同業組合（第 6 章）に光があ 
てられている。第 5 章では、当地の商人を、「奥郷」 （生産地 ) の大 • 中 • 小の材木商人と「ロ郷」 （吉 
野川中流域 ) のそれとに分類 • 整理して、それぞれの存在形態と相互関係、その変化について論じら 
れており、第 6 章では、村 • 郷 • 郡中の各レベルで結成されていた「材木方」の組織と活動のあり 
方が問題とされ、「郡中材木方」の大きな功績として、流筏機構を含む材木流通機構の整備とともに、 
和歌 山 • 大坂の材木問屋による体制的な支配を許さなかったことがあげられている。
本論文の成果は、まず第 1 に、生産 (育林）一 流 通 （輸送一販売）一 消 費 （製品種類から展望）の 
全過程を視野に入れ、さらに中世末から近世後期までの時代的広がりの中で、近世吉野林業の歴史的 
性 格 を 「小農型林業」 （その生成から変質まで） として描ききったことである。吉野林業は、わが国 
育成林業の代表格の地位にあり、早くは近世農書での紹介から始まって、明治から現代に至るまで、 
林業当事者や専門的研究者による多数の「吉野林業論」が積み重なっている。著者は、それらの総合 
という困難な作業に取り組み、生産面、流通面に関する豊富な史料の収集と分析、先行研究への理論 
的検討を重ねて、このスケールの大きな「通史」か つ 「論集」という成果を完成させた。吉野林業史 
のみならず、近世林業史の研究水準を大きく引き上げる成果と評価できる。
第 2 に、全編が著者の長年にわたる地元での史料探訪活動にもとづいて発掘された豊富な第1 次 
史料の利用によって組み立てられていることが特筆される。山元での育林から伐り出し • 流筏 • 販売 * 
経営などの全過程にわたって、従来の研究では十分に利用されてこなかった1 次史料を発掘•収集 
することは、吉野林業史をライフワークとする著者にしてはじめてなしえた作業である。こうした史 
料的な裏付けが、本論文の高度なオリジナリティ一を生み出した。
第 3 に、ともすると、その専門性のために、自己完結しがちな林業経済史において、一般農村史 
や商品流通史など、他分野への関連性を豊富に含んだ業績である点も重要である。労働集約ながら零 
細な経営の収益を増進させる「小農型林業」という視点は、農村史における「小農自立」論への広が 
りをもつし、真宗門徒の信仰ネッ卜ワークが材木流通を媒介したという論点や材木市場をめぐる大坂 
や和歌山の材木問屋と地元の材木商人の関係分析など、流通史との接合も予想される。
その他、大部な著作であるにもかかわらず、内容が明晰で、非常に読みやすいという評価があった 
ことも付言したい。
以上のように、本論文は、近世日本林業経済史の非常に高い水準の研究業績であり、博 士 （経済学 )  
の学位授与に、十分に値するものと判断される。
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